
 

 

単元名 

単
元
の
評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

器械運動 （マット運動） 

〇知識 
①技の行い方は技の課題を
解決するための合理的な
動き方のポイントがある
ことを理解している。 

 
②技の名称は，運動の基本
形態を示す名称と，運動の
経過における課題を示す
名称によって名づけられ
ていることを理解してい
る。 

〇技能 
①体をマットに順々に接触させて回転する
ための動き方や回転力を高めるための動
き方で，基本的な技の一連の動きを滑らか
にして回ることができている。 

 
②全身を支えたり突き放したりするための
着手の仕方，回転力を高めるための動き
方，起き上がりやすくするための動き方
で，基本的な技の一連の動きを滑らかに
して回転できている。 

 
③バランスよく姿勢を保つための力の入れ
方，バランスの崩れを復元させる動き方
で，基本的な技の一連の動きを滑らかに
して静止することができている。 

 

①提示された動きのポイントやつま
ずきの事例を参考に，仲間の課題
や出来映えを伝えている。 

 
②仲間と協力する場面で，分担した
役割に応じた活動の仕方を見付け
ている。 

①器械運動の学習に積極的に取り組もうとしている。 
 
②練習の補助をしたり仲間に助言したりして，仲間の
学習を援助しようとしている。 

 
③健康・安全に留意している。 

単元の目標 

【知識及び技能】 
・マット運動について，技ができる楽しさや喜びを味わい，器械運動の
特性や成り立ち，技の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力
などを理解するとともに，回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行
い，条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを組み合わせるこ
とができるようにする。 

 
【思考力，判断力，表現力等】 

・技などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み
方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えることができ
るようにする。 
 
【学びに向かう力，人間性等】 

・器械運動に積極的に取り組むとともに，よい演技を認めようとするこ
と，仲間の学習を援助すること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦
を認めようとすることなどや健康・安全に気を配ることができるよう
にする。 

 

・音楽に合わせて体ほぐし運動を行う。（アップテンポな曲で体を動かすことで授業に楽しく取り組めるような気持ちをつくるとともに、体力向上をねらう。） 
・器械運動に向いているウォーミングアップを行う。（手首や首の柔軟性を高める運動や腕で体を支持する運動など，倒立に備えた運動や柔軟性の向上をねらう。） 
・１人１台端末を活用して自分の技（動き）を分析する。（タイムシフトカメラの活用） 
・自分の技の動画分析をして，気付いたことをジャムボードに記入し，交流や振り返りに活かす。 
・Google Forms の振り返りで書いた言葉をテキストマイニングにまとめ，生徒の感想と意見，助言等を共有する。 

○ 指導と評価の計画 

時 １ ２ ３ ４（本時） ５ ６ ７ ８ 

ねらい 
単元の学習内容を知り，学
習への見通しをもつ。 

一連の動きを滑らかにして
回る。 

バランスをとってピタッと
止まる。 

倒立してピタッと止まる。
そして丸まる。 

動きのポイントを基に技の
分析をして改善する。 

一連の動きを滑らかにして
回る。 

技を組み合わせて回る。 仲間と協力して一つの表
現をする。 

学
習
の
流
れ 

０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25 
 
 
 
 
 
 
 
 

50 

 
 
 

〇器械運動の特性 
・体操選手の動画視聴 
・高まる体力要素の学習 
〇単元の見通しをもつ 
〇体ほぐし運動（マット上） 
 
〇既習の技の確認 
〇発展技の試技 
 
 
 
 
 
改善に向けた個人練習 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
〇柔軟性を高める運動 
〇開脚前転 
〇開脚後転 
 
 
 

 
 
 
 
改善に向けた個人練習 

 
 
 
 
 
 
〇平衡性を高める運動 
〇片足正面水平立ち 
〇片足側面水平立ち 
〇Ｙ字バランス 
〇倒立 
 
 
 
 
 
改善に向けた個人練習 

 
 

 
 
 
 
〇三点倒立 
〇壁倒立 
〇補助倒立 
〇倒立前転 
 
 
 
 
 
 
改善に向けた個人練習 

 
 
 
 
 
 
〇技の撮影会に向けた練習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
改善に向けた個人練習 

 
 
 
〇技の発表練習 
 
 
 
 
 
 
 
〇技の撮影会 
・自分ができる最高難度の
技を撮影し，クラスルー
ムに提出 

 
 
 
〇既習の技の復習 
 
〇指定した曲に合わせて技
を行う。 

 
〇チームを組んで，見本と
なる動画を見ながら練習 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
〇チーム練習 
・チームごとに音楽に合わ
せて練習 

 
 
 
 
 
〇発表会 

評
価
計
画 

知識 

技能 
知② 知① 

（知①） 
技① 

（知①） 
技③ 

（知①） 
技② 

  
 

思考 
判断 
表現 

  ①  ① ① ②  

主体的に学
習に取り組 
む態度 

① ③  ② ②  ①  

振り返り（Google Forms）・スプレッドシートの記入・テキストマイニングでまとめ 

準備運動・スプレッドシートの記入 

仲間の良いところ・改善点や技のコツを見付け、伝える（ジャムボード） 

タイムシフトカメラを使用し、動作分析 

【中学校】 第 1学年 「   器械運動（マット運動）   」の指導計画 

タイムシフトカメラを

使用し、動作分析・改善 

定点カメラを使用し、動

作分析・改善 

定点カメラを使用し、動

作分析・改善 

 

総括的な評価 

前時の復習 

授
業
づ
く
り
の 

ポ
イ
ン
ト 

次時の予告・試技 次時の予告 



本時の指導案（４/８時間） 

本
時
の 

目
標 

・バランスよく姿勢を保つための力の入れ方，バランスの崩れを復元させる動き方で，基本的な技の一連

の動きを滑らかにして静止することができる。（技能） 

・練習の補助をしたり仲間に助言したりして，仲間の学習を援助できる。（主） 

段階 学習内容と学習活動 
学習 
形態 

教師の指導と支援（ 評価規準と方法） 

導
入 

〇 挨拶 

 

〇 準備運動 

・音楽に合わせた動的ストレッチを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の課題の設定 

（スプレッドシートで共有する） 

・ピタッと止まれるようにしたい。 

・つぶれてしまわないようにしたい。 

・倒立前転はできるので滑らかに回れるよ

うにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・倒立技で痛める恐れがある部位を聞く。 

・主運動につながる運動を行う。 

（手首足首，かえるの足打ち などを取り入れ

る） 

 バランスよく姿勢を保つための力の入れ方，バ

ランスの崩れを復元させる動き方で，基本的な技

の一連の動きを滑らかにして静止することができ

る。（技）（観察） 

 

 

 

 

 

 

・生徒のつまずきをもとに，生徒の言葉で課題を

設定する。 

 

 

展
開 

〇 三点倒立・壁倒立・補助倒立・倒立前

転の練習 

・自己の課題に合わせて練習する。 

・必要に応じて個人，グループで学習す

る。 

・タイムシフトカメラを使用し，動作分析

をする。 

 

 

 

 

 

 

〇 改善点を意識した練習 

 

個人 

 

グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

・困ったときの確認 

（掲示物，動画資料，仲間のアドバイス，人をよ

く見る など） 

 

 

 

 練習の補助をしたり仲間に助言したりして，仲

間の学習を援助しようとしている。（主） 

            （観察・ジャムボード） 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

〇 振り返り 

・ジャムボードの記述や自身の取組を振り

返り，スプレッドシートに記入する。 

・Google Forms で技のポイントを記入す

る。 

 

 

  

 

 

・Google Forms で打ち込んだ感想や技のポイント

をテキストマイニングして，意見や助言の共有を

図る。 

 

・次時の予告 

 

課題：補助倒立前転ができるようになろう。 

ジャムボードなどを活用した協働的な学び 

・仲間のよいところ・改善点を見つけ、伝える。 

・挑戦した技の「コツ」や、難しいところ、困っ

ていることなどを交流する。   （♦知①） 

前時の復習 


